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覧ください。 1/1

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

2009年6月22日

上昇過程でもみ合いは必須か？
～日経平均株価の動き

楽読
（ラクヨミ）

Ｖｏｌ.128

日経平均株価は6月12日に終値で1万円台を回復し、今年3月の安値7,054.98円（終値）から40％を超え
る上昇となりました。ただ、上昇ピッチが速かったことや1万円を回復したという達成感から利益確定の
売りが出やすい状況になっているとみられ、足元では、1万円手前の水準でもみ合う展開となっています。

過去において、現在の日経平均株価の動きのように大きく下落した後、およそ3ヵ月程度で7,000円台か
ら1万円近辺まで上昇する歩みとなったのが2003年の日経平均株価の動きでした。

2003年の日経平均株価の動きは、4月の安値7,607.88円（終値）から7月の9,955.62円（終値）まで上昇し
た後、およそ1ヵ月かけて700円近く調整し、再び上昇に転じる動きとなりました。それらを参考にするの
であれば、現在の日経平均株価は、しばらくの間、次への上昇エネルギーを貯めるような調整が必要な
局面なのかもしれません。

もちろん、2003年と2009年では、株式市場を取り巻く環境などが異なるため、2009年の日経平均株価の
動きが2003年と必ずしも同じような動きになるわけではないと思われます。しかし、大幅下落後の反発
の動きとしては参考になる部分があるのではないでしょうか。

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

※信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

2003年と2009年の底入れ時からの

日経平均株価の推移（円）

2003年の日経平均株価

2009年の日経平均株価

■2003年の日経平均株価⇒2003年4月28日を0日とした2004年2月20日までの200営業日を掲載
■2009年の日経平均株価⇒2009年3月10日を0日とした2009年6月19日までの68営業日を掲載

（営業日）


